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パンティストッキング布と剛体平面との接触形態

奈良女大家政　○瀬戸致子　　富山大教育　諸岡晴美　　奈良女大家政　諸岡英雄

　【目的】パンティストッキング（以下P Sとする）の肌触りを解析するための基礎資料と

して，PS布と剛体平面との接触形態を明らかにする.

　【方法】圧力増加と伸びの違いによるP S布と剛体平面との接触形態を観察するため，蝋

燭の黒煙を付着させたスライドグラスとＰＳ布を接触させ，PS布に付着した黒痕跡を実

体顕微鏡に接続したモニターに拡大し，その接触点数，接触面積，総接触面積の測定とビ

デオプリンターによる写真撮影を行なった．試料は交編サポート２種，ソッキサポート，

シアー，ウーリー，コンジュゲートタイプ各１種のPS計６種とした.

　①圧力増加の場合，供用試料として，試料を女子標準体型のマネキンに着装させた状態

で8 cm〉く12cmの長方形の台紙を大腿最大部前面に固定して切り取ったものを作製した．荷

重は4.7～74.7gfの間で増加させた．②伸びの違いの場合は，試料にヴェール・コース方

向にぞれぞれ異なる伸び（最大伸長比9.6以内）を加えた供用試料を作製し, 54.7gfの荷重

で実験を行なった.

　【結果】①真実接触面積は最小荷重で0.0008cm^前後（lOcm^当り）だが，圧力が増加する

と，シアータイプでは接触点の面積が増加し，その他では面積が0～0. 00003cがの接触点

の数が増加して全体で0.2～0.9%大きくなる.

　②伸びの違いにより，試料のループごとの接触点数には1～40倍程度の差が生じる．

2 Dp-2
光反射特性における毛平織物のたて糸とよこ糸の寄与

文化女大家政　○木谷　紫　　成瀬　信子

　目的　織物の表面反射光は、たて糸とよこ糸における表面一次反射光と拡散光の和とし

て与えられる。そこで、たて糸とよこ糸の色をかえた織物の、偏光による二次元反射光分

布曲線から、たて糸とよこ糸の寄与を解明することを目的とした。

　方法　杭毛糸60番手双糸を先染めして織糸とし、無彩色の白、黒、有彩色の黄系、青

系、赤系、緑系、計６色のたて糸とよこ糸を同色または異色に組み合わせ、一定の糸密度

で織られた平織物を試験布とした。この試料の織物表面反射特性を、ゴニオフォトメータ

によって垂直偏光と平行偏光で測定して、表面一次反射光と拡散光を分離し、二次元反射

光分布曲線に対する、たて糸とよこ糸各々の寄与を求め、その反射パター－ンの相違を検討

した。

　結果　1.たて糸とよこ糸が同色の場合の反射パターンは、その色の違いによって、大

きく異なった。　2.たて糸が白、よこ糸が黒と、たて糸が黒、よこ糸が白の平織物の反

射パターンを比較すると、織物の組織上の構成の差よりも、たて糸、よこ糸各々の反射光

の変化の方が大きく影響していることが示された。又、その変化は、各々の糸の表面一次

反射光と拡散光の変化の和として示された。このことから、毛織物においては、光の入射

方向に対して垂直な方向にある織糸の反射光の変化だけではなく、光の入射方向に対して

平行な方向にある織糸の反射光の変化も、影響していることが示された。　3.各々の試

料を構成している、たて糸とよこ糸の色の明度差が大きいほど、以上の結果が、より顕著

に示された。
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